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丹沢でタキミシダを発見
(田村 淳 ・山本幸子)

2006年 3月 12日に山北町内で丹沢新産となる

タキミシダAnlrophyumoboν'atum Bakerを発見した

ので報告する.

タキミシダは千葉県を分布の東限とし， 富山県を

分布の北限とするシダである(中池 1992). 生育

地での個体数が少ないことから，環境省レッドデー

タブックで、は絶滅危慎 1B類に位置づけられてい

る神奈川県の近隣では，静岡県駿河地方や伊

豆地方(細倉 2000)と千葉県南部(中村 2003)

で分布情報があげられている.しかし，一部を除

き株数は非常に少なく，かっ数 cm程度の株しか

ないようである 神奈川県内の記録は，これまで

に湯河原町奥湯河原(大谷 1976)，葉山町森戸

川(青木清勝 1988.2.28KPM-NAI00853) ，そし

て FK58号で出川洋介氏が紹介した小田原市入

生田がある.このうち現存するのは入生田の l株

であるが， ソーラスはつけていない(出)112004). 

これらのことから， 木報告のタキミシダは神奈川県

に現存する 2株目であり，分布の東限である千葉

県の株につぐ貴重なものと考える

発見したのは山北町内のある場所であり， 沢沿

いの岩壁に l株が着生していたー葉は 6枚つけ

ており，最長で 15cm，他に 10cm程度の葉が 4

枚あった これら 5枚はいずれもソーラスをつけて

いた 丹沢にタキミシダが， しかもソーラスをつけ

た大きな株が生育しているとは正直予想外で、あっ

た この発見で，丹沢の山麓部のシダフロラが豊

かであることを再認識した 今後も引き続き丹沢を

はじめとする神奈川のシダとつきあってし、きたい.

引用文献

出川洋介， 2004.FLORAKANAGAWA， (58): 723-725. 

納i倉哲穂， 2000東駿 ・北豆のタキミシダ東級 ・

北豆のシダ， (1):49-52

中池敏之， 1992新日本植物誌シダ編改訂増補

版.868pp至文堂，東京

中村建爾， 2003タキミシダ千葉県の自然誌別

冊4千葉県植物誌， p.63千葉県，千葉

大谷茂， 1976神奈川県の羊歯植物 (8) 横須賀

市立博物館研究報告， (22): 17 
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これまで確認されていない場所にか

つて生育していた可能性を示す植物
(逢沢峰昭)

これまで生育の確認されていない場所に， か

つてその植物が生育していたことを示す標本や

資料の存在は， その種の消失した時代やその要

因を推察する上で， また，その種の生育を再確

認するための情報として重要であるといえる.本

報告で、はこれらの情報をもっ植物について取り上

げたい.

箱根産のウシタキソウ

森林総合研究所襟木室 (TF) に箱恨産のウシ

タキソウの楳木があった(図 1). 全体的に毛が

密生しており， 莱の基音[iは心形から円形(図 2)

で， 果実には硬し、かぎ状毛がみられる(図 3)

これらの特徴からウシタキソウ Circaeacordataと

同定できる 標本ラベルには「ウシタキソウ箱根

1964.7.28 J. SatoJとあり，採集者の IJ.SatoJは，

他の標本ラベノレに記載された採集者名から植物

研究家の佐藤潤平氏で、あるとわかった. ウシタ

キソウは，これまで、神奈川県内では，箱根の分

布記録はなく，津久井町青野原，城山町およ

び藤野町で採集されているのみである(神植誌

2001) 本襟本はウシタキソウが箱根地域に分布

していたことを示唆するものであるが， 具体的な

採集産地名が無し、ことが悔やまれる なお，念、

のため東京大学の標本庫 (T1)も調べたが，神

奈川県産のウシタキウソウ標本はなかった

丹沢山山頂のサンショウバラ?

サンショウバラRosah川 ulaは，現在， 神奈川

県内では箱根周辺と凶丹沢三国山~不老山にか

けての尾根筋に分布しているのみである(神植

誌 2001).林ほか(1961)には，塔ヶ岳や丹沢

山に稀に生育しているのを見たとの記述があり，

この記載を裏付ける標本〔丹沢山蛭ヶ岳及び檎

桐 1956.7.20林弥栄 ・小林義雄 (TFA))が，

これまで筆者の標本調査により見つかっているだ

けで、あった(逢沢 2003)。 ところが，ハンス・シュ

トルテ著 (1995) 1続々 丹沢夜話」の 97ペー

ジにはサンショウバラ」とされる木の含まれた

写真があった この写真は， 1951年 8月 17日
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ウシタキソウの標本.図 1:全体， 図2・葉， 図 3:果実

に丹沢山山頂の草葺き小屋を撮ったもので、あり，

その小屋の左側に白っぽい大きな花をつけた低

木が写っている そして， 98ページの本文中に

は r(草葺き小屋の)側にサンショウバラが咲い

ていた」とある. この写真をみると， 樹高は 3m

ほどの直立した低木で， 花は単生状でまばらに

ついている(図 4) 写っている人物の大きさか

ら推測すると， 花はかなり大きいことがわかる

丹沢の主稜線部に生育するフジイバラ，オオフ

ジイバラは， いずれも花径は 2~3cm 程度で，

花序に比較的多くの花をつけるのに対して，サ

図4ハンス・シュトルテ(I995)の97ページの写真

丹沢山頂の草葺き小屋 1951.8.17(転載)。
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ンショウバラの花径は 5~ 6cmと大きく， 花は単

生する(大橋ほか 1989，神植誌 2001). この点

を考慮すると， 写真にある樹種はサンショウバラ

のように見えるが， し、かがだろうか.

丹沢山塊のミヤマヨメナ

ミヤマヨメナ Astersavatieri は，神奈川県内で

は数ヶ所で採集されているが，ミヤコワスレの名

で栽培されたものが逸出したものと考えられてい

る(神植誌 2001). 丹沢山塊では林ほか (1961)

に大山 (稀)とあるが， 勝山ほか(1997)は，

植えられたものを記録した可能性を指摘してい

る.ところが， 平凡社『日本の野生植物 III草

木合弁花類』にあるミヤマヨメナの写真 (PL.

162)は，神奈川県丹沢山地産(東京都八王子

市植栽)とあった. もしこの情報が正しければ，

ミヤマヨメナは丹沢山塊に分布していたことを示

唆している.

にれは筆者の推測にすぎないが，林弥栄氏

ほかは八王子市にある旧浅川実験林(現森林総

合研究所多摩森林科学園)の職員で、あったこと

から， ひょっとしたら， このミヤマヨメナは丹沢山

塊で、林氏らによって採取 ・移植されたものではな

いだろうか]



最後に標本閲覧を快諾していただいた，森林

総合研究所植物群落研究室並びに東京大学総

合博物館の関係者の方に感謝し、たします. ま

た，文献資料をご提供いただいた植物誌調査

会 (東京大学大学院)の北川淑子氏にお礼申

し上げます.

引用文献

逢沢峰昭， 2003. r林ほか (1961):丹沢山塊の

植物調査報告」の標本について FLORA

KANAGAWA， (55): 673-683. 

林弥栄 ・小林義雄 ・小山芳太郎 ・大河原利江，

1961.丹沢山塊の植物調査報告 .林試研報，

133: 1-128. 

ハンス ・シュトノレテ著， 1995.続々丹沢夜話 246

pp.有隣堂，横浜.

勝山輝男・高橋秀男・城川四郎・秋山守・田中

徳久， 1997.丹沢山地の種子植物・シダ植物

丹沢大山白然環境総合調査報告書，丹沢山

地動植物目録， pp.33ト382神奈川県

神奈川県植物誌調査会編， 2001.神奈川県植

物誌 2001.1584pp神奈川県立生命の星 ・

地球博物館 ，小田原.(本文中では神植誌

2001と略記)

大橋広好 ・籾山泰一 ・大場秀章， 1989.パラ

科パラ属日本の野生植物木本 1. pp 

199-204.平凡社，東京

丹沢三ッ峰にアスナロの自生群落を
発見す

(逢沢Ih約百)

アスナロは，神奈川県内では箱恨，小仏山地

および丹沢の大山周辺において標本が採取され

ているが(林ほか 1961キ，神構稔 2001)， いず

れも植栽されたものか， その逸出によるものと考

えられ，神奈川県内には自生と判断できるもの

はなかった(神植誌 2001)• ただし，標本など

の確実な証拠はないが，丹沢山仰の奥地にアス

ナロが自生する可能性を示唆する報告もあった.

武田(1924，1952)は，丹沢に生ずる珍しい植

物としてアスナロを挙げ嵐水沢の奥とかlこ周
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囲十五六尺を算する巨大なものが生じるといふj

と，その伝聞を紹介している また，近年，星

ほか (1997) は，丹沢山の北方に位置する，太

礼ノ頭3 円山木ノ頭および本間ノ頭の三つの峰

からなる "丹沢三ッl峰"において，アスナロを 2

個体確認したことを記録している しかし， 星ら

の確認した具体的な位置およびその分布状況は

不明のままであった(持田私信)ー

筆者は，2003年 5月に丹沢三ッ峰の一l峰，

本間ノ頭の北およそ 400mの尾根上でアスナロの

落校を拾って以来，丹沢三ッ峰にアスナロが自

生するのではなし、かと予想してきた そして， 本

年4月中旬の落葉期に行った探査により， 本間

ノ頭周辺にアスナロの自生群落を発見することが

できた. 一箇所は，本間ノ頭の西斜面のブナを

主体とし，ウラジロモミ・ヒノキが点在する林内(標

高 1，300m)であり，胸高直径 20cm，樹高 10m

前後のアスナロを 10個体程度確認することがで

きた(下図).2箇所目は，国土地理院の 2万

5000分の l地図上において， 本間ノ頭から北

に300mくらい(地図上では 1.2cm)のところにあ

る， 2つのガレに挟まれた小尾根上である(標高

1，280111) . ここでは II個f本カミらなる， まとまった

本間ノiïJ~の西斜面に生育するアスナロ



左。本間ノ頭の北の小尾線上に発達したアスナロ群落(ガレの左にある群議， 右端の針葉樹はツガ)， 右.アス

ナロの鱗片葉(左の写真と同ーの場所)

アスナロ群落を発見することができた(上図).:: 

の群落はおそらく同一クローン(無性生殖個体)

からなるものと思われる.この群落中には， 地際

直径およそ 50cm，その上部で多数の幹を分岐し

ている個体があり，今回調べた個体の中で最も

サイズの大きなもので、あった.その他の個体は，

胸高直径 5-20cm，樹高 8m程度であり，周囲の

サラサドウダンの密生する低木層内には実生も見

られた.また，この群務内の個体の中には， ア

スナロてんぐ巣病(あすなろひじき)が発生した

ものがあった.3箇所目は， 本間ノ頭から宮ヶ瀬

湖金沢橋に伸びる尾根(通称、 :栂立尾板)と，

本間ノ頭から丹沢観光センターに下る踏み跡とが

分岐するやや手前のやせた尾根上のブナ ・ウラ

ジロモミ林である(標高 l，255m). ここでは胸高

直径 5-l0cm，樹高 3-5m程度のアスナロ 3個体

を発見することができた 以上のような生育場所

およびその環境から判断して，これらのアスナロ

は自生のものと考えられる.

今回の探査により， アスナロ 20個体程度を確

認することができた 時間の都合上十分な調査

はで、きなかったが， 本間ノ頭の西斜面にはさら

に多くの個体が生育してしもと思われる アスナ

ロは関東周辺においては奥日光や那須塩原地

方など主として多雪山岳に多くみられるが， 太

平洋側の山岳において， このようなまとまった個

体鮮を発見できたことは特筆に値するだろう.今

後は丹沢山塊における個体数並びに生育地環

境を記載するとともに， 関東地方の太平洋側の
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山岳におけるアスナロの分布を調べ， 見IJ途報告

する予定である. なお， 採取した標本(特別

保護地区外と思われる)は県博に収めた (KPM-

NA0125164 ~ 9). 

本調査を進めるにあたり，横浜国立大学の持

田幸良教授より文献情報並ひ1こ調査に対する励

ましを頂いた.心よりお礼申し上げます.また，

標本調査を快諾くださった森林総合研究所多摩

森林科学園 (TFA)の関係者各位，標本の収蔵

に当たり使宜を図っていただいた生命の星 ・地

球博物館 (KPM)の植物担当学芸員の皆様，

本報作成に際しご助言をくだ、さった東京大学大

学院梶幹男教授に感謝申し上げます

*林ほか (1961)の丹沢山塊の植物目録中には，

アスナロの分布地として大山，三峯，稀Jと

ある.TFAには， この記載の基となったと思わ

れる大山の標本のみがあった〔アスナロ ・神奈

川県大山 1953.May林弥栄， 相州大山 1953.

Jun.21小林義雄]• 11 三峯 "については， アス

ナロのほかにヒノキの産地としても記載があり， 丹

沢三ッ峰なのか， あるいは大山の北東にある三

峰山(標高 935m)を指すのか明確ではない. た

だし 同文献の植生調査表中には丹沢三ッ峰を

指すと考えられる表記として津久井郡下の丹

沢山三ッ峯 "あるいは "丹沢三ッ峯 "を用いて

いることから 三峯 "は， おそらく大山の三峰

山を指しているのではなし、かと思われる 三峰

山付近では，神植誌 2001の調査でも標本が採



取されているようだ (ACM-023303藤田千代子

1997.5.17) . 

引用文献

星直斗 ・山本詠子 ・吉川菊葉 ・川|村美岐 ・持

田幸良 ・遠山三樹夫， 1997.丹沢山地の自

然林丹沢大山自然環境総合調査報告書 ，

pp. 175-257.神奈川県

林弥栄 ・小林義雄 ・小山芳太郎 ・大河原利江，

1961丹沢山塊の植物調査報告林試研報，

133・1-128

神奈川県植物誌調査会編， 2001神奈川県植物

誌 2001.1584 pp.神奈川県立生命の星 ・地

球博物館，小田原 (本文中では "神植誌

2001"と|略記)

武田久吉， 1924.丹津山塊略説(三)科学知識 3

4: 524-533 

武田久吉， 1952.丹沢の山と渓 .275pp.山と渓谷

社， 東京 .

丹沢三ッ峰にシラビソの若木を発見す
(逢沢峰昭)

林弥栄氏は，1955年 8月丹沢山塊において，

塔ヶ岳東方 1，400m付近のダケカンバ，カラマツ，

ノリウツギなどの生育する低木林内で， 高さ 50

~ 60cmのシラビソが数本生じているのを発見し

た(林 1956)ーまた， このとき撮影された写真は

林ほか (1961)に，採取された標本は森林総研

多摩森林科学園 (TFA)に収蔵されてしも(逢沢

2003)‘筆者は，関東周辺山岳における亜高山

性針葉樹の分布調査の結果から， 丹沢山塊の

シラビソは自生するものではなく，人為的な植栽

に由来するものと結論づけてきた(逢沢 2005). 

ところが， 木年 4月中旬に丹

シラビソの若木(胸高直径 2公cmη，樹高 130cm)

を発見した(写真 1)ーシラピソを発見した場所

は，木間ノ頭から北にのびる尾根上の西斜面で

あり，本間ノ頭から北へ水平距離で、 300mの地

点(国土地理院の 2万 5000分の l地図では本

間ノ頭から北へ 1.2cm，標高 1，280m)である.斜

面の直下のガレに挟まれた小尾根上にはアスナ
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図 l シラピソの若木，図2 周囲の樹木に被圧さ

れており，葉量は少ない

ロ群落 (p.766参照)がみられる所である. ここ

では，ブナが林冠を占め， 低木層はサラサドウ

ダンが密生していた発見したシラビソの若木は，

周囲のサラサドウダンに被圧され， 業量は少なく

(図 1;2)， 幹にはシカによるものと思われる被食

痕がみられた シュートの形態を確認したところ，

褐色の毛があること，ウラジロモミの枝に見られる

ような針葉の基部からのびる線上の溝がないこと

(図上 4)，針葉の先端の 2裂と針状の鋭い尖り

もなく， モミの被圧木でもないことなどから， 確

実にシラビソと同定できる.母樹とみられる親木

の存在は確認で、きなかった. また，発見場所の

生育環境を考えると， 到底人為的に植栽された



図3 シュートの拡大図(褐色の毛がみられる)，

図4シュートの拡大図(ウラジロモミに見られるよう

な針葉の基部から線上にのびる構は見られない)

ものとは考えられなかった.林(1956)には，林

氏がシラビソを発見する4年前に 丹沢植物研

究者の小島俊郎氏が丹沢山山頂から高旗山 (筆

者註 :高畑山と思われる)に下る途中で採取し

たとし、うシラピソ標本を， 林氏がみせてもらったこ

とが記述されている. 小島氏が採取した場所は，

今回シラピソを発見した場所に近い また，林

氏の採取したシラビソも今回発見したシラピソもい

ずれも若木である.これまでシラビソの大径木が

確認されていなし、ことから推論される一つの可能

性として， 丹沢の高所に富士山などからホシガラ

スなど‘の鳥類によってシラピソの種子が持ち込ま

れ，若木の段階まで生長し，その後枯死してい

るのカもしれない.今回の発見で， 丹沢山塊に

シラビソが自 生することを実に 50年ぶりに再確認

することができた. しかし， 果たしてどこかに母

樹があって更新が起きているのか，あるいは別の

山塊から種子が持ち込まれることによる一過性の

ものに過ぎなし、のかについては， 今のところ不明
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である 今後母樹の探索が必要になろう. 今回

発見したシラピソの枝の一部は，標本として県博

(KPM)に収めた

最後に， 標本の収j践に当たり便宜を図っていた

だし、た生命の星 ・地球博物館植物担当学芸員の

皆様， 本報作成に際しご助言をくだ、さった東京大

学大学院梶幹男教授に感謝申し上げます

標本 シラビソ，神奈川県津久井郡津久井町本

間ノ頭の北 300mの付ー近， 北緯 35029'47.9"，東

経 1390¥0引 3"，標高 1，280m，2006 Apr. 22，逢

沢峰昭 (KPM-NAO125163) (Habブ、ナ林内のサ

ラサドウダンの密生する低木層内に， 被圧された

若木 (DBH=2cm，H=130cm) 1個体を発見〕
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大和市上和田 (宮久保)の帰化植物
(松本雅人)

2006年 6月 29日，牛糞の堆肥を多量に使うト

ウモロコシ畑のまわりを歩いてみた.エノコログサ

類やヒエ類が多くみられた. エノコログサ類はア

キノエノコロで， 全体に大きなアメリカ型である.

ヒエ類はコヒメビエ Echinochloacolona (L.) Li出

で， 100株以上があった. コヒメヒーェは神植誌

2001では第一在穎の長さなどをキーにしている.

この形質だけでは同定に自信がもてなかったが，

ヒエ， ヒメイヌピエ， イヌビエ，タイヌビエ， の各

標本と比較したところ， 次の 2点で明確に区別

できることがわかった.



①コヒメビエは全体に紫色を帯び， 場合によって

は茎葉に紫色の斑紋を出す.

②他のヒエ類は花序の枝と軸に基部が乳頭状に

ふくれた長毛があるが，コヒメヒずエて、は短毛はあっ

ても基部のふくれた長毛はない.

この特徴については，これまでの図鑑や文献

には明記されていないが，フィーノレド‘で、も確認し

やすく， この 2点が確認できれば，コヒメビエの

同定はそれほど困難ではない

以下， 上和田で記録された外来種を報告する

(50音順)• 

-イネ科の外来種

アキノエノコロ，アメリカノキビ，イヌムギ，コスズメ

ガヤ，コヒメビエ，セイパンモロコシ，ツルスズ、メノカ

タビラ，ティフトン、ンパ，ニワホコリワ，ネズミムギ

・イネ科以外の外来種

アメリカセンダングサ，イガホビユ，イヌビユ，ウラ

ジロチチコクcサ，オオアレチノギク，オオイヌホオズ‘

キ，オオニシキソウ，オオホナガアオゲイトウ(♂，

<j?)，オニノゲシ，クルマパザクロソウ，コアカザ，ゴ

ウシュウアリタソウ，コギシギシ(外来つ)，コニシキ

ソウ 3 セイヨウオオバコ，セイヨウタンポポ，ゼニパア

オイ，チチコグサモドキ，ノボロギク，ハキダメギク，

ハリゲコウゾリナ，ヒメシロビユ，ホソアオゲイトウ，ホ

ナガイヌビユ，ミナトアカザ，ムラサキウマゴヤシ

※参考に同所にあった在来横物を紹介する.

.イネ科

アキノエノコロ，イヌビエ，エノコログサ，オヒシ

パ，ケイヌビエ，コメヒシパ，スズメノカタビラ，ニワ

ホコリ，ヒメイヌビエ，メヒシパー

・イネ科以外

イヌホオズキ，イヌガラシ，エノキグサ，オオミチ

ヤナギ，カタバミ，ザクロソウ，スギナ，スベリヒユ，

トキンソウ，ハコベ，ハナイパナ，ノ、ノ、コグサ，ハル

ノゲシ，ホトケノザー

ヒメフタバランが健在
(勝山輝男)

このフロラカナガワと同時に「神奈川県レッドデー

タ生物調査報告書 2006Jの植物篇の別刷が皆さ

んの手元に届いたと思います その 88ページに

ヒメフタパランListerajaponicaB1umeが絶滅種とし
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ヒメフタバラン 上全体，下花.

て掲載されています. 印刷には間に合いません

でしたが，今春，ヒメフタバランの健在が確認で、

きました ヒメフタパランは 1953年に箱根神山で

採集された標本が生命の星 ・地球博物館にあり，

愛川町三増峠の文献記録がありましたが，神奈

川|県値物誌 1988および 2001の調査では発見で

きず， 今回の RDBでは絶滅種とされました



数年前に調査会会員の山本絢子さんと箱根大

涌谷の近くを歩いた際，この近くにヒメフタパラン

があったと教えてくれました 前回の RDBで神

奈川県で、は絶滅とした記憶があったので， 寄り

道して見に行きました.しかし，そのときに見つ

からず，ヒメフタパランは幻のままになっていまし

た 今春， 山本さんが確認に行ったところ， 花

が咲いているとのことで，さっそく写真撮影に行

きました 以前，見に行ったところと同じ場所に，

今度は 10数株のヒメフタパランが出ていて， 写

真のようなかわいらしい花を咲かせていました

横浜市戸塚区でタシ口ランを発見
(亀谷邦雄 ・浜口哲一)

タシロランEpipogiumroseul11は、葉緑素を持た

ない南方系のランで、『神奈川県横物誌 2001J]

(神奈川県植物誌調査会編 2001) によると、県

内では 1970年代までは三浦半島に稀産するだ

けで、あったが、近年湘南から西湘にかけての沿

海地でやや普通に見つかるようになった。

筆者の一人、亀谷は 2006年 7月に戸塚区戸

塚H庁において、木種を発見し、撮影を行った(表

紙参照)0 ~横浜の植物J] (横浜値物会 2003)に

よると、横浜市内の木種の記録は磯子区 ・青葉

区 ・栄区の 3例があげられているのみで、戸塚

区としては初記録になると思われるので、報告す

ることとした。生育地は、栄区金井町に隣接した、

標高約 50mの丘陵地の尾根部で、アカガシな

どの常緑広葉樹の多い暗い林分の中を通る踏み

跡程度の道の路傍に合計 9株が生えていた。

小原敬先生の著作について
(浜口哲一 ・長谷川義人 ・三輪徳子)

はじめに

小原敬先生は， 長年にわたっての本会の運営

委員を務めてこられましたが， 堪能なロシア語を

駆使した植物学史の研究者としても著名で， 他

の追随を許さない数多くの著作を発表してこられ

ました 植物誌調査会では，その業績をまとまっ

た形で後世に伝えるべく著作集の刊行を計画し，

筆者ら 3名が，その編集の任にあたることとなり

ー771-

ました.

本稿は，今までに筆者等が把握できた範囲で

の小原先生の著作リストをまとめたもので、す 整

理の都合上，r茅ヶ崎自然の新聞」所収の記事

と，その他の著作の 2つにリストを分けました.

仮のリストですので，整理番号や年号別の枝記

号はつけてありません.会員の方々の中で，こ

こに採録されていない著作をご存じの方がおられ

ましたら， どんなに短いもので、もけつこうで、すの

で，ぜひともお知らせをお願いいたします.また，

その著作についてのコピーをお送り頂けると，今

後の編集作業の中で役に立ちますのでよろしくご

配慮ください

なお， 今回のリストを作成するにあたって， 務

木操，竹内民江の両氏に著作の入手で大変お

世話になりましたので， 記して感謝し、たします

小原敬先生著作リスト 1(l 1 8編)

ここには茅ヶ崎自然の新聞J以外に発表さ

れたものを収録しました 誌面の都合上，発行

者の一部を省略しました.FLORAKANAGAWA 

は神奈川県植物誌調査会， はまかきらん(植物

会会報)およびはまかきらん(植物会ニュース)

は茅ヶ崎植物会，神奈川自然誌資料は神奈川

県立惇物館(現神奈川県立生命の星・地球博物

館)の刊行によるものです.

小原敬， 1965片瀬、江ノ島付近産ツノガイ類

平和教育 ，2:18-24平和文庫

一一，1966ソ連邦植物誌11洛語表植物研究雑誌，

41 (l): 25-32 

一一一，1970 日本にガンコウランが 3種類ある一

Vassiljevの新研究の紹介 植物採集

ニュース ，5(50):34-36植物ニュースの会

一-，1973.1中国高等植物図鑑」を紹介する

植物採集ニュース， 6(69): 98.植物ニュース

の会

一-，1975 日露植物交流雑記 I 年刊平和学

園， 2:73-80.. 

一一，1975茅ヶ崎植物会へのおさそし、(ちらし)

一一，1976 日露植 物 交 流 覚 書 (1)窓， 19 

10-14ナウカ

一一，1976 日露植物交流雑記 E 年刊平和学

園 ，3:37-46 



一 一，1976発刊の辞はまかきらん(植物会会

報)， 1. 

一一一，1976茅ヶ崎の植物学ぶ広報ちがさき，

1976年5月号 .

一一，1977.日露植物交流雑記III.年刊平和学園，

4: 40-51. 

一一一，1977発刊に寄せてはまかきらん(植物

会会報)， 2.

一一，1977湘南海岸のアメリカネナシカズラは

まかきらん(植物会会報)， 2

一一，1978 日露植物交流雑記IV.年刊平和学

園， 5:21-30

一一，1978.あとがき .はまかきらん(植物会会報)，

3:51-52 

-一，1979日露植物交流雑記V 年刊平和学園，

6: 14-25. 

一一，1979湘南ブロック茅ヶ崎市， 寒川町

FLORAKANAGAWA， 2: 8 

一一，1979.茅ヶ崎の一茎九花 .はまかきらん(植

物会会報)， 4:2-5. 

一一，1979あとがきはまかきらん(植物会会報)，

4:43四47

一一，1979茅ヶ崎のシダ展はまかきらん(摘物

会ニュース)， 2: 1 

一一，1979.茅ヶ崎植物会 ー過去 ー現在 ー将来

はまかきらん(植物会ニュース)， 4: 1-3. 

一一一，1979トゲナシアレチウリ はまかきらん(植

物会ニュース)， 4:3. 

一一一，1979マムシク守サとムラサキマムシグずサ(カ

ントウマムシグサ)の区別点はまかきらん

(植物会ニュース)， 4:4 

一一，1980.日露植物交流雑記羽 年刊平和学

園， 7:2ト38

一一，1980湘 南ブロック茅ヶ崎市，寒川 町

FLORAKANAGAWA， 3: 11. 

一一一，1980茅ヶ崎のイッケイキュウカ .FLORA

KANAGAWA，5: 20-21. 

一一，1980湘南ブ、ロック茅ヶ崎市 ・寒川町から.

FLORAKANAGAWA， 5: 22. 

一一，1980.ヴィーチと神奈川植物 1.神奈川自然

誌資料，1:93-96. 

一一，1980神奈川県立自然史博物館の設立を

求める要望書はまかきらん(植物会ニュー
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ス)， 5:3. 

一一，1980植物名.はまかきらん(植物会ニュー

ス)， 7・5-6

一一，1981 日露植物交流雑記vn年刊平和学

園， 8: 47-65. 

一一，1981.湘 南 ブ ロ ッ ク 茅 ヶ 崎 市 FLO貼

KANAGAWA， 6: 29. 

ー一一，1981茅ヶ崎のアメリカネナ、ンカズラ .神奈

川自然誌資料， 2:55-56 

一一，1981.ヴィーチと神奈川植物 2神奈川自然

誌資料， 2:61-62 

一一，1981鳥に因んだ植物名 はまかきらん(植

物会ニュース)， 9・l

一一，1981.鎌倉霊園付近のケイワタバコ.はまか

きらん(植物会ニュース)， 9・2.

一一，1981イワタバコはまかきらん(植物会

ニュース)， 9: 3 

一一，1981.ツノレジュウニヒトエ ーはまかきらん(植

物会ニュース)， 9:3-4. 

一一，1982 日露植物交流雑記VID 年刊平和学

園， 9:4ト58.

一一，1982レイジンソウの学名の命名者 FLORA

KANAGAWA， 13: 74 

一一，1982.ヴィーチと神奈川植物 3.神奈川自然

誌資料， 3:5-8 

一一，1983.日露植物交流雑記IX 年刊平和学

園， 10:114-125. 

一一，1983.帰化植物のニューフェース ・ア

メリカトゲミギク宮ヶ瀬に産す .FLORA

KANAGAWA. 14: 84 

一一，1983ヴィーチと神奈川植物 4.神奈)11自然

誌資料， 4:83-86. 

一-，1983.平和学園付近の植物(その 1)里子の

花， 6:10.平和学園小学校 .

一一，1983平和学園付近の植物(その 2) 野の

花， 7:7-8.平和学園小学校

一一，1983平和学園付近の植物(その 3).里子の

花， 8:8-9平和学園小学校。

一ーコ1983平和学園付近の植物(その 4)野の

花， 9:10-11.平和学園ノト学校

一一，1983平和学闘付近の植物(その 5) 野の

花， 10: 11-12.平和学園小学校

一一，1983.58年によせて.はまかきらん(植物会



ニュース)， 14: 1 

一一，1984平和学園付近の植物(その 6)野の

花，11:9-11平和学園小学校 .

一一，1984.日露植物交流雑記X 年刊平和学

園，11:118-135. 

一一一，1984.アメリカトゲミギク追記 .FLORA

KANAGAWA，16: 98. 

一一一，1984.新帰化植物アメリカトゲミギク(新称)

神奈川県富ヶ瀬に産す神奈川自然誌資

料， 5:75-77 

一一，1984ソ連の変形菌 (1).変形菌， 4:6-11 日

本変形菌研究会

，1984オーストン洋学史事典 118-119雄

松堂出版

一一，1984サノ〈チェ洋学史事典 299.雄松堂

出版

一一，1984フォーチューン洋学史事典 613

雄松堂出版

一一，1984.y キシモウイッチ洋学史事典 .

670-671.雄松堂出版

一一，1984干支に因んだ植物はまかきらん(植

物会ニュース)， 15: 7 

一一，1985日露植物交流雑記XI年刊平和学風
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ここには茅ヶ崎自然の新聞」に発表された

ものを収録しました 「茅ヶ崎自然の新聞」は

1982年に茅ヶ崎市文化資料館によって発刊され

た月刊誌で， 茅ヶ崎市の動植物や自然現象に

ついて多くの市民が投稿してきましたが， 小原氏

は，この誌面に多くの記事を書かれ， 指導的な

役割を果たしてこられました. なお， このリストで

は誌面の都合上，著者名と誌名などは省略しま

したすべて著者は小原氏で，誌名は茅ヶ11崎自

然の新聞，発行者は茅ケ|崎市文化資料館で、す.
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ロー .269・8.

2006植物の種の学名 .271:9 

2006ユリウス暦とグレゴリオ暦 271: 9 

横浜ブ、ロックからのお詫び、とお知らせ
(堀川|美哉 ・武智憲治・田中徳久)

横浜ブロックの活動拠点は横浜市こど、も植物園

ですが，残念ながらこども植物園には，標本管理

の職員が配置されていません そのため，現在

では，横浜植物会の運営委員が中心となり，月

ー776-

に数回，標本の受入やデータ登録，配架などの

作業を行っています この状況は， 1990年代に

同園所蔵の「宮代周輔コレク、ンョン」の整理作業

を横浜市から委託されたことにより始まりました.

『神植誌 oU刊行のための調査が始まり，県立

博物館が小田原に移転したため，横浜市内に新

しい拠点が必要になった際， 横浜市こども植物

園に横浜ブロックの活動拠点をお願し、し，ブ、ロッ

クの事務局を横浜植物会の運営委員が引き受け

たのは， このような経緯があったためで、す.

ですが， ~神植誌 OU 刊行後，横浜ブ、ロックの

会員の皆さんには申し訳ないことに，横浜フーロッ

クとしての活動は休止していながら， こども植物園

では，横浜植物会による標本整理作業が進めら

れているとしヴ，変則的な状態にありました.一

部の横浜フcロックの会員の皆さんには，標本の受

入や作業についてのお知らせが届いていなかっ

たのです. このことは， 横浜ブロックの事務局を

横浜植物会の運営委員が兼ねていることによって

混乱してしまったもので， 横浜ブ、ロックで活動され

てきた会員の皆さんには深くお詫び致します

とは言え， このような至らない事務局ではありま

すが， ~神植誌 OU 刊行後も， 一部の方たちは

補充調査を進められ， その標本は順調にデータ

登録などの作業が進み，先ごろ刊行された『神

奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006j]に生

かされているものもあります 横浜フキロックの皆さ

んにも，今後ともご協力いただければと思います.

なお，前述のようにこども植物園では標本管理

の職員がし、ないため，襟本の受入などは，横

浜植物会が標木整理を行っている作業日に限

られます目現在，決まっている作業日は， 8月

19日(土 )， 9月 5日(火 )，16日(土)に

なりますが(原則的に第 l火曜日と第 3土曜

日)，念のため事前に堀川 (TEL:045(333)4964; 

hor水awa@now.mfnet.ne.jp) または田中 (TEL:

0465(21)1515; tanaka@nh.kanagawa-mus巴um.jp)に

ご確認頂ければと思います.また，合同での補

充調査については，皆さんのご意見を聞きながら，

来年からの再開に向け，検討したいと思います

※今後のブロックからの連絡のため，名簿を再

整理したいと思います 横浜ブ、ロックで、の調査に

ご協力いただける方は田中までご一報ください.



『神植誌oH刊行後の横浜フ、ロック

の標本登録実績
(田中徳久 ・高橋秀男 ・堀川|美哉)

」横浜市こども植物園では，横浜植物会の運営

委員が中心となり， w神植誌 oU刊行後も引き

続き標本の受入， 登録などの整理作業を継続し

ている.横浜ブ、ロックとの関わりlこついては，別

に「横浜ブロックからのお詫びとお知らせ」で記

したように不適切な部分もあったが，これまでの

実績として，その登録実績を報告したい.なお，

調査会としては神奈川県内産の襟本の取り扱い

が重要であるが(;横浜フ守ロックとしては横浜市内

産)， 標本庫としては県外のものも含め収蔵，管

理しているので併せて報告した.

表 lに年ごとの登録実績を示した 横浜フやロッ

クの活動拠点として，横浜市内産の標本が多いの

は当然であるが，これまで個人で所蔵していた県

外産の標本も持ち込まれ，県外産の標本の割合

も高い.なお，登録された標本の採集年月日は、

個人で所蔵していた古い標本から，新たに採集さ

れた新しい標本までさまざまである.

表 2には，区ごとの登録実績を示した. 現在，

横浜ブロックの会員の方の中に， 勢力的に都筑

区で補充調査を実施されている方がし、る関係で，

都筑区の標本の登録件数が多い.横浜市では，

『神植誌 88~刊行後，分区が行なわれており， W神

植誌 88~ の基礎となった標本の産地が隣接した

別の区(調査メッシュ)に位置したため，標本

の蓄積量に大きな影響があった区が存在する

都筑区もその一つであるが，他に港北区や青葉

区などでも補充調査を行いたいところである

なお，この他，整理途上の「伊達健夫コレクショ

ン」も登録されつつあるが，男IJに報告する.

儀後になり恐縮だが，標本のデータ登録にご

尽力頂いてしも掛札宏道氏と鈴木照夫氏，標本

の受入や配架なと手の整理作業を行ってしも横浜

表 l年ごとの登録件数

2001 2002 2003 2004 2005 2006 計

横浜 152 68 232 205 253 537 1447 

県内 316 67 88 20 44 28 563 

県外 355 449 345 166 139 149 1603 

言十 823 584 665 391 436 714 3613 

表2区ごとの登録件数

鶴見区 56点 神奈川区 135点

西区 9点 中区 27点

南区 11点 港南区 69，長

保土ケ谷区 39点 旭区 13点

磯子区 6点 金沢区 77点

港北区 8点 語表区 204点

青葉区 11点 都筑区 477点

戸塚区 123点 栄区 94，長

泉区 52点 瀬谷区 36点

植物会の運営委員の方々ほか， 関係する各氏

にお礼申し上げる

2006年度総会報告
2006年度の総会は、 4月 22日 (土)に、本

会会員の内山 寛さんの職場である日本大学生

物資源科学部で開催されました。城川|代表の

あいさつに続いて、 2005年度の報告がなされ、

2006年度の事業計画 ・予算が審議され、可決

されました。 その後、愛知教育大学の芹沢俊

介先生から、 「日本産ミソマソバ群の分類」とし、う

タイトルで、講演をしていただきました。 先生は

「日本の植物相はまだ、よくわかっていない開発途

上である. 多様性を理解するには， 混生地で

観察するのがよし、Jと話されていました。・2005年度事業報告

2005年度決算報告 ・監査報告

会

会

計
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金

編集後記
県博では 11月 5日(日)まで， 特別展「ふ

しぎな生きもの菌類一動物?植物 りそれとも ?

-Jを開催中です. 肉眼で見られるキノコ，ルー

ペサイズの変形菌， 顕微鏡でないと見られない

カピを展示しています. 発酵食品のコーナーは

勝山さんの力作です.

この特別展の開催に併せて，様々な菌類を写

真で紹介した小冊子「身近な菌類の観察」を

作成いたしました 菌類の代表的な生活場所

と，各分類群の身近な種などを紹介しています

写真は小田原市入生田を中心に 県内で撮影

したものがほとんどです A5判オー/レカラー

133ページで 1，000円(税込)です 博物館

のミュージアムショップで、購入で、きます.

また，今回，植物篇の別刷をお送りした，11神

奈川県レッド、データ生物調査報告書 2006~ も同

ショップで、 2，000円(税込) で販売しています.

10余年ぶりに発行された， 神奈川県版のレッド、

テーータフ》クの改訂版で、す. レッドデータ種の標

本を採集された会員のみなさまには， 昨年度，

アンケートに協力いただき， 現地の状況などの

情報を提供していただきました
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